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水 田 裏 作 物 の 省 力 多 収 栽 培 法 に 関 す る 研 究

第 2報 水田裏作実取オオムギの雑草防除について
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1ま え が き

山形県の水田裏作で優占する雑草はスズメノカタビラ,
スズメ′テンボウがあり,タ ネツタパナ,ナ ズナなども
みられる。本試験は水田高度利用技術の確立の一環と
して1975年 から行なわれたものである。1,75年 は水稲
のコンパインわらをほ場外に搬出 して除草剤の効果 を
検討 したが,19た年は前年に薬害がみられた ∝PTの
薬害回避とコンパインわらの有無が雑草発生状況や除
草効果におよぼす影響について検討 した。本報告は以
上のニカ年の結果をとりまとめたものである。

2試 験 方 法

1 供試品種 ユキワリムギ
2 播 種 期 10月 1日 (1975),10月 15日 (1,76)

表 1 供試薬剤 (1975)

処理時期

′ (標準 )

10a当 りloル′(1975), 151,(19フ 6)

N9″ (基 Л巴)3″ (追肥 ), 助Ъ
および K20各 9″ /1oa

5 播 種 法 耕起全面浅耕播
6 供試薬剤 (表 1,2)
7 供試面積  ;75だ (1975),16″ (1976)

6試 験 結 果

1 1975年 の結果
CIPCと 伽PTの除草効果は リニ_ロ ン (標準 )に くら
べてやや劣る傾向がみられる。 しか し,両除草剤とも
薬量を50“増すことによって除草効果は リニュロンよ
りまさり,特に CMPT 600,の 効果が著 しい (表 3)。
OPTの 効果は高か ったが薬量を多くすると散布直後に
葉先結れの薬害がみられた。 しかし,越冬後の生育 ,
収量には影響はみられなか った。収量は リニュロンと
各処理区との差はみられなか ったが,無処理区にくら
べ処理区の収量は明らかに高く,除草剤の効果は認め
られる (表 4)。 しか し,各 処理区とも雑草量は多く,
少ない区でも″当り1300本 のスズメ′力′ピラが発生
しており,CrTの 薬害発生とともに問題視された。
2 1,76年の結果
CMPは 500″loa処理では薬害はみられなか った。
CInの 除草効果はヨンパインわらの有無にかかわらず
リニ_ロ ンより劣り,CIPOは ゎら無 しの場合は ,ニ ュ
ロンよりゃゃ勝 り,わ ら有 りの場合はゃゃ劣る傾向が
みられた (表 5)。 トリフルラリンの効果は著 しく,雑
草重量で無処理区の25～ 5%, 他の処理区にくらべて
も10%程度の発生量であった。
収量は リニ_ロ ンにくらべて トッフルラリン処理区
がやや多 く,無処理区およびわら有 りの CIPC区 で少
ない傾向がみ られた (表 6)。
わらの有無によって雑草の発生状況が異なり,わ ら
有りで発生が少ないが,無除草区でも発生本数で45`,
重量で20傷程度少なくな っている。

4 ま

水田裏作に優占する雑草 (ス ズメノカ′ピラ)に 対
する除草剤は トリフルラリンの効果が高 く,ォ ォムギ
の収量も多い。その他の除草剤も無処理にくらべれば
効果がみられるが,畑 ムギの場合と土壌条件,雑草の
草種などが異なるため,除草効果が低くあらわれたも
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表 2 供試薬剤 (1,76〉

わらの有無 区   名 薬剤使用量 処理時期
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区   名
雑 草 本 数 (喀ヽ 雑 草 重 量 (夕/め 対無 処理 (0
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計 本  数 重  量

1),ニ ュロン200
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5) ク   150
4) CM嘔■   400
5)  ″    600
6)無 処理

●432
5,736
2,556
4,056

1.288

10.904
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1,296

lQ920
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1.253
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表 6収 量 調 査 (1976)

のと思われる。CttTに ついては薬量を少なくすること

によって薬害を回避できるが,除草効果も低下 した。

雑草の繁茂量が多くなるに従 って成熟期が 2～ 5日

進む傾向がみられた。わらの有無については,稲わら
を鋤 き込んだ方が雑草量が少なく,成熟期も遅れる傾

向がみられた。

(4月 26日 )

(4月 26日 )

対 無 処理 (り

重  量

412
347
464
65
55
100

366
316
こ1

72
1000

刈取作業の面からみると, パイング刈取の場合,刈
取束の下部にスズメ′カタピラが絡みつき,作業を困

難にする傾向がみられた。

本報は耕起全面浅耕播の結果について述べか :,今後

は不耕起全面浅耕播,立毛稲間全面播などの播種法が

異なる場合の雑草対策についても検討す る必要がある。

表 3 雑草発生状況 (1975)

表 4収 量 調 査 (1975)

表 5 雑草発生状況 (1976)
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